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海外進出 
地産地消の推進 

創業 
医療用ガラス製品の国内販売 

故 佐野實氏 

（創業者） 

全方位のグローバル融合 
製品・品質・営業戦略の統合 

ファーマパッケージング事業の変遷 



One Stop Solution 
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2018年4月1日付でﾌｧｰﾏﾊﾟｯｹｰｼﾞﾝｸﾞ事業部は 
旧医薬事業部 「医療ｼｽﾃﾑ開発部」および「医療ｼｽﾃﾑ営業部」と統合 

 

＊2018年度より新セグメント分類での損益公表 
 

ユーザー目線での医薬品容器、システム提供 

医薬品     医療機器 

医薬品容器 
コンビネーション製品 
自己注射用医療機器 
経肺・経鼻システム 

その他非侵襲投与システム 

ニプログループ 

ファーマパッケージング事業部 
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（単位：億円） 

 ドイツ シリンジ販売好調 
 

 中国  環境規制の影響 

対前年106％ 
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損益推移 上半期（営業利益） 
（単位：億円） 

 フランス 生地管利益改善 

 日本  バイアル増収増益 

 中国  販売促進費用増 

注：のれん償却費には買収時固定資産の時価評価差額償却費含む 

のれん償却費 
3.9 

2.4 



損益推移 2018年見込（売上高） 
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（単位：億円） 

対前年102％ 
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損益推移 2018年見込（営業利益） 
（単位：億円） 

のれん償却費 
7.6 

4.7 

注：のれん償却費には買収時固定資産の時価評価差額償却費含む 
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損益推移 ~2030（営業利益） 
（単位：億円） 

150 

注：のれん償却費には買収時固定資産の時価評価差額償却費含む 

のれん償却費 
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医薬品一次容器 

調製デバイス 

投与デバイス 

製品ポートフォリオ 

医薬品 

一次容器から投与デバイスまで 
医薬品に関わる全ての部材を網羅 
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商品企画開発 ～診断薬、歯科、投与キット～ 

診断薬関連製品 

検体採取用ブラシ 

歯科関連製品 

歯科用電動注入器 

投与キット製品 

在宅自己投与用ﾊﾟｯｹｰｼﾞ 

多領域に製品を展開 
医療機器・医薬品・ファーマパッケージングの開発/製造技術を応用 



先発製剤との一致性評価制度が開始 
ニプロは60品種以上の評価用サンプル提出 

2019年評価完了、受注見込 
 

 

中国    医薬包装は中国新基準へ 
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<CFDAの通達> 

 2017年12月 ジェネリック医薬品は医薬包装も含め先発薬との一致性評価が必要 
 

＜市場状況＞ 

 2018年 製薬会社はどの製剤を一致性評価するかを仕分ける期間 

 2019年 中国新基準製品と従来製品の棲み分けが鮮明化 
 

＜ニプロの取組＞ 

 品質向上に向け現工場の改造と新工場建設 

 老朽化設備の入替  

 内服液需要拡大に向け設備の増設  



成都  
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中国      品質向上の取組 

吉林  安陽  

BEFORE 

AFTER 
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（単位：億円） 

 中国新基準製品の拡販に向け自動化・検査機導入  

 「D2F®」 「VIALEX®」など高付加価値製品導入 

 中国伝統医薬向け内服液瓶設備増設 

中国      事業を成長フェーズへ 

売上高推移（2016-2022） 
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インド      マーケティング戦略 

✔ 急成長：年間成長率9.8％ 2021年 5,126億円          (出所：MarketsandMarkets) 

✔ 二極化：インド国内向けは法・管理規制が未整備、低価格指向 

         海外輸出向けは高品質指向、安定、信頼、グローバルなパートナーが求められる 

高品質＆高付加価値品の提供に専念 
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バドラプール工場（既存） プネ工場（新） 

地産地消 & 輸出重視 



NIPRO Experience Day 
The JOURNEY to EXCELLENCE !! 

“砂原料からプレミアムな医薬品ガラス容器まで”  
 NIPROは信頼と高品質のインド現地パートナー 

“高品質化”、“急成長”、“北米輸出”が進むインドで 
安心安全なガラス容器の供給をコミット 
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インド      カスタマーイベント 



医薬事業部とファーマパッケージング事業部の共同出展 
“高品質&高付加価値” 医薬品と医薬品容器のシナジー 

CPhI Worldwide 2018 医薬品原料・中間体、製薬受託、医薬品容器など 
製薬業界最大級の国際展示会 
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ファーマパッケージング事業部は、 
 

医療・医薬の分野で培った技術とノウハウを基に、 
ガラスを中心とした医薬用総合包材メーカー として、 

真に必要とされる先進的商品を供給することで事業拡大を行い、 
世界中の人々の健康に貢献して参ります。 

 

 

ご清聴ありがとうございました。 
 

Quality = NIPRO DNA 


